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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 11,149 74.6 △2,492 ― △1,783 ― △1,807 ―

2022年3月期第2四半期 6,386 ― △5,087 ― △3,055 ― △3,171 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　△1,786百万円 （―％） 2022年3月期第2四半期　　△3,128百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 △176.44 ―

2022年3月期第2四半期 △309.65 ―

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を前第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年3月期第２
四半期に係る各数値については、当該会計基準等に適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 58,611 14,302 24.4

2022年3月期 59,920 16,088 26.8

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 14,302百万円 2022年3月期 16,088百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社は発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況については、
後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

　2023年3月期の業績につきましては、未だに新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず、当社業績に与える影響も不透明であることから、現時点で適
正かつ合理的な算定が困難であるため未定といたします。今後、業績予想が合理的に算定可能となった時点で速やかに公表いたします。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 10,271,651 株 2022年3月期 10,271,651 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 29,534 株 2022年3月期 29,478 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 10,242,133 株 2022年3月期2Q 10,242,344 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、入手可能な情報に基づき当社グループで判断しておりますが、未だに新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず、当社業
績に与える影響も不透明であることから、現時点で適正かつ合理的な算定が困難であるため未定といたします。今後、業績予想が合理的に算定可能と
なった時点で速やかに公表いたします。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0. 00 － 0. 00 0. 00

2023年３月期 － 0. 00

2023年３月期(予想) － 0. 00 0. 00

Ｂ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 0. 00 0. 00

2023年３月期 － 0. 00

2023年３月期(予想) － － －

Ｃ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 0. 00 0. 00

2023年３月期 － 0. 00

2023年３月期(予想) － － －

(注) Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式の2023年３月期の配当につきましては、現時点では未定としております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感染症の影響による行動制限が緩和さ

れ、社会経済活動の正常化に向けた動きが進みました。一方、長期化するウクライナ情勢や急速な円安による物価

上昇、原材料・エネルギー価格の高騰等、経済の下振れリスクを残し、依然として不透明な状況が続いておりま

す。

ホテル業界におきましては、まん延防止等重点措置が解除され、全国自治体による旅行・宿泊割引キャンペーン

等が実施され、2022年10月には政府による全国旅行支援が開始されました。また、外国人観光客の入国制限が見直

されるなど、明るい兆しも見えております。一方、原材料費・光熱費をはじめとした各種コストの上昇により、引

き続き厳しい事業環境下に置かれております。

こうした環境下、当社グループはお客様の安全安心を第一に考え、感染予防を徹底した上で営業活動にあたると

ともに、「生産性と業務効率の向上」を柱に、「ホテルビジネスの再構築」、「マーケティング力の強化」、「人

事運営の改革」に取り組んでまいりました。

「生産性と業務効率の向上」については、部門を越えたサポート体制を充実し多役化の練度を上げることによ

り、さらなる生産性の向上に努めました。加えて、購買・調理・物販製造等の新システムを導入し、棚卸業務、食

材管理、原価データ等と受発注の統括管理ができる体制を構築いたしました。

「ホテルビジネスの再構築」については、2022年４月21日に当社グループにとっては28年ぶりとなる海外での新

ホテル「リーガロイヤル・ラグーナ・グアム・リゾート」を開業いたしました。全室オーシャンビューの、目の前

に海が広がる癒しのリゾートホテルで、自然の中でのヨガやフィッシングなどのアクティビティ、海との一体感を

味わえるインフィニティプールなど、お子様から大人まで存分に非日常の時間を楽しんでいただけます。

また、リーガロイヤルホテル（大阪）では、「日本の自然」をデザインした、心潤う癒しの空間を提供するナチ

ュラルコンフォートフロアを、新たにサステナブルステイフロアへと進化させました。資源を有効活用できるよう

バスルームのシャワーヘッドを節水型に取り替えたほか、使い捨てのアメニティや備品を変更し、プラスチックご

み等の削減を実現いたしました。また、地球環境に配慮した滞在のご提案として、「アメニティなし」の宿泊プラ

ンをグループ各ホテルで販売いたしました。ホテルとして、非日常を提供しながらも、地球や社会、お客様にとっ

ても持続可能な社会を実現する取り組みを進めております。

設備面では、リーガロイヤルホテル（大阪）において、当社グループのグランメゾンである「レストランシャン

ボール」を2022年４月にリニューアルいたしました。1973年の開業当初から受け継がれる伝統の継承に「ここでし

か体験できない特別なサービス」を融合し、店内に展示する絵画や新たに設けた「サロンスペース」で過ごすアペ

リティフタイム等、非日常を存分に堪能いただける設えにいたしました。

「マーケティング力の強化」については、スマートフォン向けアプリを活用した会員サービス「リーガメンバー

ズ」の新規登録キャンペーン等を実施し、会員の獲得に注力いたしました。2022年９月末時点で会員数約18万人と

多くのお客様にご利用いただいております。また、新たに「宿泊戦略推進室」を本社に発足させ、当社グループを

横断して宿泊部門の販売戦略や業務効率化の支援を開始いたしました。グループ共通の海外向けデジタルマーケテ

ィングやプロモーションを主導し、コロナ後のインバウンド受注に向けた取り組みを推進しております。

「人事運営の改革」については、AIやデジタルトランスフォーメーションを始めとする新たな知識やスキルを学

ぶオンライン社員研修を開始し、従業員のリスキリング（学び直し）、自己実現のサポートに取り組みました。

また、従業員のモチベーションの維持・向上のために、若年から中堅層の賃金を改定し、処遇の改善を実施いた

しました。若年層教育の一環として、直属ではない先輩と知り合い、サポートを受ける「メンター制度」をグルー

プホテルに展開いたしました。さらに、女性の視点から働き甲斐の醸成と働きやすさの整備について考える部門横

断チームの活動をスタートいたしました。

このように足元の業況を踏まえた施策とともにコロナ後を見据えた施策に取り組み収益の改善に注力してまいり

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、全部門で前年同期実績を上回り、11,149百万円と前年同期比

4,763百万円（74.6%）の増収となりました。

損益面では、営業損失2,492百万円（前年同期は営業損失5,087百万円）、経常損失1,783百万円（前年同期は経

常損失3,055百万円）となり、親会社株主に帰属する四半期純損失は1,807百万円（前年同期は親会社株主に帰属す

る四半期純損失3,171百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,309百万円減少し58,611百万円となりまし

た。内訳では流動資産が同800百万円減少し5,122百万円となりました。これは営業損失計上等に伴い、現金及び預

金が886百万円減少したこと等によります。固定資産は同508百万円減少し53,489百万円となりました。これは減価

償却等により有形固定資産が517百万円減少したこと等によります。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ477百万円増加し44,309百万円となりまし

た。これは借入金が400百万円増加したこと等によります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ1,786百万円減少し14,302百万円となりまし

た。これは親会社株主に帰属する四半期純損失の計上等によります。これにより自己資本比率は、前連結会計年度

末の26.8％から24.4％になりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年3月期の業績につきましては、未だに新型コロナウイルス感染症の収束が見通せず、当社業績に与える影

響も不透明であることから、現時点で適正かつ合理的な算定が困難であるため、未定といたします。今後、業績予

想が合理的に算定可能となった時点で速やかに公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,561 2,674

売掛金 1,228 1,357

原材料及び貯蔵品 396 415

その他 737 676

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 5,922 5,122

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 61,318 61,368

減価償却累計額 △48,075 △48,540

建物及び構築物（純額） 13,242 12,828

土地 27,000 27,000

リース資産 350 346

減価償却累計額 △226 △240

リース資産（純額） 124 105

その他 5,436 5,401

減価償却累計額 △4,351 △4,400

その他（純額） 1,085 1,001

有形固定資産合計 41,452 40,935

無形固定資産

ソフトウエア 246 333

その他 57 12

無形固定資産合計 303 346

投資その他の資産

差入保証金 11,917 11,916

繰延税金資産 3 3

その他 333 301

貸倒引当金 △12 △13

投資その他の資産合計 12,241 12,207

固定資産合計 53,998 53,489

資産合計 59,920 58,611
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 549 585

短期借入金 4,000 5,100

１年内返済予定の長期借入金 1,400 1,400

契約負債 867 864

賞与引当金 132 289

その他 1,761 1,892

流動負債合計 8,711 10,131

固定負債

長期借入金 26,400 25,700

繰延税金負債 17 8

退職給付に係る負債 5,407 5,396

長期預り金 3,143 2,947

その他 152 126

固定負債合計 35,120 34,178

負債合計 43,832 44,309

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 20,835 20,835

利益剰余金 △4,724 △6,531

自己株式 △61 △61

株主資本合計 16,149 14,342

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39 29

退職給付に係る調整累計額 △101 △69

その他の包括利益累計額合計 △61 △40

純資産合計 16,088 14,302

負債純資産合計 59,920 58,611
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 6,386 11,149

売上原価 1,425 2,399

売上総利益 4,960 8,750

販売費及び一般管理費

水道光熱費 775 1,137

人件費 4,548 4,914

諸経費 4,724 5,191

販売費及び一般管理費合計 10,048 11,243

営業損失（△） △5,087 △2,492

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 1 3

雇用調整助成金 1,661 622

協力金収入 308 220

その他 226 38

営業外収益合計 2,199 885

営業外費用

支払利息 157 174

その他 9 2

営業外費用合計 167 176

経常損失（△） △3,055 △1,783

特別損失

固定資産除却損 78 12

減損損失 26 7

特別損失合計 105 20

税金等調整前四半期純損失（△） △3,161 △1,804

法人税、住民税及び事業税 6 6

法人税等調整額 3 △3

法人税等合計 10 3

四半期純損失（△） △3,171 △1,807

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △3,171 △1,807
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純損失（△） △3,171 △1,807

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 △10

退職給付に係る調整額 43 31

その他の包括利益合計 43 20

四半期包括利益 △3,128 △1,786

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △3,128 △1,786
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

(新型コロナウイルス感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて)

新型コロナウイルス感染拡大の影響は、未だに感染症の広がりや収束時期等の不透明感が強いことから、2022

年度においてもまだ一定の影響を受けることを前提として、繰延税金資産の回収可能性等を検討しております。

(グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用)

当社及び一部の連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行して

おります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日。以下「実

務対応報告第42号」という。）に従っております。また実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告

第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

客室 1,595 3,330

宴会 1,758 3,631

食堂 1,270 2,334

その他 1,324 1,426

顧客との契約から生じる収益 5,948 10,723

その他の収益 438 426

外部顧客への売上高 6,386 11,149

（注）「その他の収益」は、リース取引に関する会計基準に基づく不動産賃貸収入等であります。
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３．補足情報

連結 部門別売上

（単位 金額：百万円、構成比：％、増減率：％）

部 門

前第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

比 較

金 額 構成比 金 額 構成比 増減 増減率

客 室 1,595 25.0 3,330 29.9 1,735 108.8

宴 会 1,758 27.5 3,631 32.6 1,873 106.5

食 堂 1,270 19.9 2,334 20.9 1,063 83.8

そ の 他 1,762 27.6 1,852 16.6 90 5.1

合 計 6,386 100.0 11,149 100.0 4,763 74.6

（注）受注生産は行っておりません。

リーガロイヤルホテル(大阪) 部門別売上

（単位 金額：百万円、構成比：％、増減率：％）

部 門

前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

比 較

金 額 構成比 金 額 構成比 増減 増減率

客 室 652 17.1 1,536 23.7 883 135.4

宴 会 1,041 27.2 2,196 33.8 1,154 110.9

食 堂 674 17.6 1,214 18.7 540 80.2

そ の 他 1,456 38.1 1,544 23.8 88 6.1

合 計 3,824 100.0 6,491 100.0 2,667 69.8

（注）上記個別業績数値については、監査法人による四半期レビューの対象外です。

　


